
令和４年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の効果検証について

本市交付額（令和４年度） １３億２,９２２万６千円

事業担当課による事業の検証結果（効果検証）

資料３

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響を受けている地域経
済や住民生活を支援し、地方創生を図ることを目的として、令和２年度に国において創設されました。

本市では、令和４年度においては、原油価格や電力・ガス・食料品等価格高騰への対応分（以下、「物価高騰対策事業分」）が約８億６千万円、
幅広く活用できる通常事業分が約４億７千万円と、合計約１３億３千万円が交付され、感染防止対策や物価高騰に直面する生活者支援など、きめ細
やかに合計16事業を実施しました。事業担当課における効果検証の結果は以下のとおりです。なお、事業の詳細は、資料４をご覧ください。

まとめ（検証結果）

事業の種別と交付金充当実績

令和４年度は16事業を展開し、各事業の実施により物価高騰・原
油価格高騰対策として効果を認めることができたほか、多くの事業で
社会生活の維持や地域経済の活性化等にも効果が得られました。

このうち、物価高騰及び原油価格高騰等に直面する市民や事業者を
支援する事業として、 ⑨コロナ対策認定店支援チケット発行事業、
⑪子育て世帯応援給付金給付事業、⑫高齢者応援チケット発行事業、
⑬原油価格・物価高騰事業者支援事業など、きめ細かく10事業を実
施し、その全ての事業において効果を得ることができました。

令和５年５月に感染症法上の類型が見直され、コロナ対策が新たな
フェーズへと移行している中で、引き続き、コロナ後を見据えた地域
経済対策やエネルギー価格・物価高騰対策を実施していくとともに、
デジタル化の推進により行政サービスの利便性を高めるなど、時代に
即した対応を迅速かつ適切に行う必要があります。

事業数の割合 交付金充当額の割合

得られた効果 事業数（複数回答） 該当事業

感染拡大防止 4 ① ② ③ ⑥

子育て世帯の支援 3 ⑧ ⑩ ⑪

医療体制の強化 1 ⑥

社会生活の維持 8 ④ ⑤ ⑥ ⑨ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

中小事業者への支援 8 ④ ⑤ ⑥ ⑨ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

地域経済の活性化 7 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑨ ⑫ ⑬

物価高騰・原油価格高騰対策 10 ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯
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交付金充当額 一般財源

感染防止対策・社会活動再開支援 3 22,538,090 22,538,090 20,863,000 1,675,090

事業者への支援 3 262,088,555 262,088,555 242,639,000 19,449,555

物価高騰に直面する生活者支援 6 1,658,038,271 876,246,318 790,785,000 85,461,318

原油価格高騰等に直面する事業者支援 4 289,390,340 289,390,340 274,939,000 14,451,340

16 2,232,055,256 1,450,263,303 1,329,226,000 121,037,303

事業の種別 事業数
総事業費

（単位：円） 交付対象経費

合計
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■事業担当課による事業の効果検証 ≪資料４より抜粋≫

【物価高騰・原油価格高騰対策】
・コロナ禍における食材費高騰の中、質・量ともに落とすことなく給食を賄うことができました。（⑧保育施設等給食安定提供事業）
・新型コロナウイルス感染症が長期化し、エネルギー・食料品等の価格高騰に直面する子育て世帯の心理的及び経済的な支援が図れました。

（⑪子育て世帯応援給付金給付事業）
・市内の商店等で利用できる商品券を支給することで、コロナ禍における生活必需品等の価格高騰により影響を受けている高齢者の生活の支援及び

市内経済の活性化を図れました。（⑫高齢者応援チケット発行事業）
・コロナ禍における原油価格・物価高騰に苦しむ事業者に対して、事業継続のための支援を行うことができました。
（⑬原油価格・物価高騰事業者支援事業）

・コロナ等による物価高騰下で化学肥料の低減や堆肥等の資源活用の取組を行う農業者に対し、肥料コストの上昇分の一部を支援することで、営農
を継続することができました。（⑮肥料高騰対策助成金事業）

②スポーツ活動支援事業（電話聴き取り）

・多くの参加者が集まる大会等において、サーモグラフィーカメラを活用することで、その場で簡単に参加者の体調を判別することができました。

・ハンディタイプの検温機を使用するよりも、測定者の人員が削減でき、また被検者との接触がないため、安心して測定ができました。

・大きな会場でも除菌が可能な大型ミスト噴霧器を稼働することで、コロナウイルスを心配することなく安心して競技ができました。

⑥Made in いせさきコロナ対応製品等購入に係る事業者支援事業（アンケート調査・現場確認）

・素晴らしい伊勢崎の製品と出会うことができ、活用できたことをありがたく思いました。引き続き、感染防止と顧客満足度を上げることで、売り

上げ拡大に繋げていきたいと心から思いました。（製品購入者）

・コロナ禍で本当に大変な時に感染拡大防止の為の設備投資に補助金を出していただき本当に助かりました。（製品購入者）

・補助金があることによって、新規提案活動、新規顧客からの問い合わせが増えました。（製品販売者）

・売り上げアップに繋がり大変助かりました。（製品販売者）

⑯飼料高騰対策助成金事業（アンケート調査）

・助成金のおかげで経営の負担が軽減されました。

・令和４年度に飼料高騰対策の助成をしている自治体は少なかったので、伊勢崎市に実施いただいてありがたいです。

■事業の対象者への聴き取り ≪資料４より抜粋≫ ※すべての事業ではありませんが、事業の対象者に事業効果について聴き取りを行いました。
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